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はじめに
　外来種とは、過去あるいは現在の自然分布域外に
導入された生物種のことであり、生息あるいは生育場
所の喪失や個体群の分断化ならびに孤立化、そして
乱獲および過剰採集とともに、生物多様性を脅かす重
要な要因の一つとして認識されている（日本生態学会 
2002）。外来種は、捕食や競争といった生物間相互
作用や、交雑による遺伝的攪乱などを通して在来種に
影響を及ぼす（日本生態学会 2002）。外来植物に関
しても、在来種との競合、近縁在来種との雑種在来種
形成による遺伝的汚染、人体への健康被害、農地や
農業水利施設での繁茂による管理コストの増加など
様 な々問題が顕在化している（徳岡ら 2007）。現在、
日本列島で侵入が目立つ外来植物の多くは、原産国
の荒れ地、氾濫原、乾燥地などで進化し、それらの場
所の環境条件に良く適合した生活史特性を持つ（鷲
谷&森本 1993）。
　コセンダングサ（Bidens pilosa L.）は、北米を原産と
するキク科の一年草（秋山 2009）の外来植物である。
侵入年代は江戸時代（1603年-1869年）だと考えら
れており、現在は本州中部以西の畑地や路傍、荒れ
地や河川敷など様 な々環境での生育が確認されてい
る。本種は、根より化学物質を放出して周辺の植物の
生長を阻害するアレロパシー（他感作用）を持つこと

が知られており（Campbell et al. 1982;浦口ら 2003）、
在来草本植物との競合などが懸念されている（国立
環境研究所「侵入生物データベース-コセンダング
サ」、https://www.nies.go.jp/biodiversity/invasive/DB/
detail/80460.html、2021年９月10日確認）。コセンダン
グサを含めセンダングサ属は、一般的に「ひっつき虫」
と呼ばれる棘状の突起を有する痩果を形成する。この
特徴的な痩果の形態は、本来はほ乳類の体毛や鳥類
の羽毛などに付着して種子散布を行うためのもので
あるが（東中 2017など）、トンボ類の成虫において、翅
がこの痩果に刺さって動けなくなり、結果として死亡す
ることがしばしば報告されている（Samways 1991;谷ら 
2010）。トンボ類などの薄い翅を持つ飛翔性昆虫が本
属の痩果に絡まり死亡するのであれば、外来植物の
在来種へのネガティブな影響として留意すべき問題と
いえる。しかしながら、このような視点でセンダングサ
属の在来種への影響を捉えた研究は皆無であり、また
前述の痩果に刺さり死亡するトンボ類の論文も事例
報告に留まるものであるため、本属の痩果が在来の飛
翔性昆虫に及ぼす影響については未だ不明である。今
回、コセンダングサの痩果が飛翔性昆虫に与える影響
の実態を把握するために、長野県上田市の平地部を
中心に野外調査を行ったのでここで報告する。
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方法
　調査は、長野県上田市および小県郡青木村の平地
部のコセンダングサ群落が確認された32地点（上田
市22地点、青木村10地点）で、2020年10月３日から
11月16日にかけて１日おきに計23回の調査を行った
（図１）。予備調査より、コセンダングサは、10月初旬
から結実が始まり、10月中旬にはほとんどの個体が種
子散布者に付着可能な固い痩果を形成することが分
かっている。調査地点はその環境特性から道路脇（９
地点）、水田畦畔（15地点）、ため池周縁（６地点）、荒
れ地（２地点）の４つに区分した。それぞれの調査地点
におけるコセンダングサ群落の俯瞰からの形状を長
方形とみなし、長辺と短辺を巻き尺で計測して群落面
積を計算した。
　コセンダングサの痩果に絡まる飛翔性昆虫の実態
を明らかにするために、各調査地点においてルッキン
グ法により痩果に付着する飛翔性昆虫の観察を行っ

た。飛翔性昆虫が痩果に付着していた場合、腹部など
の動きからその生死を確認し、翅の状態を観察した
後、種名と個体数を記録した。飛翔性昆虫の種同定に
は「見つけよう信州の昆虫たち」（田下ら 2009）、「昆
虫エクスプローラ」（川邊 1997）、「原色昆虫大圖鑑　
第２巻」（中根ら 1963）、「原色昆虫大圖鑑　第３巻」
（朝比奈ら 1965）、「原色日本トンボ幼虫・成虫大図
鑑」（杉村ら 1999）を使用した。同一個体を重複して
数えることを防止するため、飛翔性昆虫の付着箇所に
は付着日と種を記したテープでマーキングを施した。
痩果付着後の飛翔性昆虫の生存状況を知るために、
初回発見時に生存していた昆虫については、毎回の調
査で生死を確認し、死亡までの日数を計測した。その
個体が消失した場合は、痩果から逃れることができた
脱出個体とみなしたが、痩果に翅の約1/4以上を残し
た状態で消失した場合は、その後の飛翔は不可能と
判断し、死亡個体とカウントした。また、飛翔性昆虫が

図１.調査地の地図。国土地理院地理院地図（電子国土WEB）を加工して作成。
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コセンダングサのどの位置の痩果に付着するのかを把
握するために、今回の調査で最もよく確認された飛翔
性昆虫であるナツアカネおよびアキアカネが痩果に付
着していたコセンダングサの草丈を３等分し、上から
高、中、低と区分した。そして、どの区分に飛翔性昆虫
が付着していたかを記録した。

解析
　コセンダングサ群落面積は調査地区分間で異なっ
たため（結果を参照）、各調査地区分における飛翔性
昆虫の付着の経時変化や調査地区分間の付着数の
比較では、群落面積当たりの付着数（匹/㎡）の値を
用いた。そして、各調査日を１データセットとし、調査日
ごとにそれぞれの調査地区分における新規付着個体
数の平均値を算出し、解析に用いた。データ分析には
EZR ver.1.415 on R commander（Kanda 2013）お
よびJMP10.0.2（SAS Institute Inc）を使用した。

結果
　コセンダングサ群落の規模は調査地区分間で異な
り、平均群落面積は道路脇では38.2㎡（±61.2SD、
n=9）、水田畦畔は70.5㎡（±73.0、n=15）、ため池
周縁は52.9㎡（±34.9、n=6）、荒れ地は1375.8㎡（±
1765.3、n=2）だった（Kruskal-Wallis検定、χ2=8.18、
P<0.05）。
　全32地点中22地点において、コセンダングサの痩
果に付着した４科８種317個体の飛翔性昆虫が確
認された（表１）。確認された飛翔性昆虫はほぼ全て
トンボ類であり、特にアキアカネSympetrum frequens

（61.5%）とナツアカネS. darwinianum（34.7%）が大半
を占めた（図２）。最初に確認された時には、ほとんどの
飛翔性昆虫が生存していたが（309/317個体）、その
後の調査で確認された脱出個体は９個体のみで、残り
の個体は長くとも６日後には全て死亡した。
　ナツアカネならびにアキアカネのコセンダングサの痩
果への付着がどの位置でよくみられたかを確認したとこ
ろ、両種ともコセンダングサの高い位置の痩果に付着
個体が集中していた（表２）。そして、その傾向に両種の
間で有意な違いはみられなかった（χ2検定;χ2=0.51、
P>0.7）。
　ナツアカネとアキアカネのコセンダングサの痩果へ
の付着は、10月初旬から確認された（図３）。そして、両

表１．各調査地区分で確認されたコセンダングサの痩果に絡まった飛翔性昆虫の個体数

図２.コセンダングサの痩果に翅が絡まるナツアカネ。
　　2020年10月14日に深沢和磨撮影。
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種共に10月中旬から下旬にかけて付着個体数が比較
的多かった。また、ナツアカネとアキアカネのコセンダン
グサ痩果への付着個体数を調査地区分間で比較した
ところ、どちらの種も水田畦畔やため池周縁で多い傾
向がみられた（図４）。

考察
　今回の調査では、コセンダングサの痩果に絡まる４
科８種の飛翔性昆虫が確認された。痩果に絡まった
個体のほとんどは痩果から翅を外すことができず、や
がて死亡した。痩果に絡まり移動できず死亡するこれ
らの飛翔性昆虫は、コセンダングサにとっての種子散
布者になるとは考えにくい。そのため、痩果の形状は
飛翔性昆虫に絡みつくことを目的に進化的にデザイン
されたのではなく、あくまで偶発的に飛翔性昆虫が痩
果に絡まったとみるべきであろう。植物の形質が本来
の目的とは異なる作用を示す事例はいくつか知られて
いる。例えば、ナデシコ科の草本植物Silene inaperta
では、捕食者を回避するための茎部の粘液に、トンボ
類が偶発的に付着して死亡することが報告されている
（Torralba-Burrial & Ocharan 2007）。

図３．コセンダングサの痩果に付着したナツアカネ（a）
とアキアカネ（b）の個体数の経時変化。●は道
路脇、○は水田畦畔、▲はため池周縁、△は荒
れ地をそれぞれ示す。各プロットは、それぞれの
調査日の各調査地区分において新規に確認さ
れた個体数の平均値を表す。

図４．それぞれの調査地区分におけるコセンダング
サの痩果に付着したナツアカネ（a）とアキアカ
ネ（b）の1㎡当たりの平均個体数。図中のアル
ファベットの違いはSteel-Dwass検定で有意差
（p<0.05）があることを示す。各調査地区分の
サンプルサイズは23。

表２．コセンダングサの痩果に付着したナツアカ
ネおよびアキアカネの付着箇所の高さと
個体数。括弧内の数値はパーセンテージ
（％）を示す。χ2 値は、どの高さでも分布の
偏りなく付着が確認されたとした理論値と
の比較による。
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　コセンダングサの痩果に付着していた飛翔性昆虫
は、アカネ類などのトンボ科の昆虫が大半を占めた。特
にトンボ類がよく確認された理由は、翅が薄くて痩果
に刺さりやすいことに加え、草本の茎先などを止まり
木として利用する習性を持つ種が多いためであると考
えられる。この止まり木の利用は単なる休息だけでな
く、体温調節も目的としたものである。変温動物である
トンボ類は、低気温時には太陽の光を浴びて体温を
上げる必要があり、効率良く体温を上げるために、茎
先などの高い場所に静止することが多い（例えば、岩
崎ら 2009）。今回の調査でコセンダングサの高い箇
所にある痩果に付着するトンボ類が多かったのは、太
陽光を浴びやすい場所だったことが理由の1つだろう。
加えて、コセンダングサはアレロパシーにより他の植物
の生育を阻害するため（Campbell et al. 1982;浦口ら 
2003）、周囲に止まり木として利用できる植物がコセン
ダングサのみになりがちであることも、トンボ類が痩果
に絡まり死亡する可能性を高めると思われる。
　また、今回確認されたトンボのほとんどはナツアカネ
とアキアカネであった。これらのアカネ類が多くみられ
た理由は、その繁殖生態が関係していると思われる。
両種とも、秋季に水深の極めて浅い水面や軟泥土など
で交尾ならびに産卵を行う（木下&小尾 1931;朝比
奈ら 1965;川内野 2015)。秋季はコセンダングサの痩
果が動物に付着可能な完全に開いた状態に結実する
タイミングであり、この時期に繁殖のために水辺に集
まったアカネ類が痩果に絡まるのだろう。今回の調査
で両種ともに水田畦畔やため池周縁のコセンダングサ
群落において付着個体数が多かったことは、この予想
を支持する。水深が浅く軟泥土で構成される水田だけ
でなく、水量の多いため池の近くでも確認された理由
は、農閑期（10月頃）に水を抜く「池干し」により、ため
池の水量が極めて少ない状態になるからだと推察され
る。実際に、上田市内のため池の１つである舌喰池に
おいて、アキアカネの幼虫の生息が確認されている（高
橋ら 2019）。
　コセンダングサの痩果に絡まっていたナツアカネや
アキアカネは、その時期や場所から成熟個体であると
思われる。今回の調査では成熟個体の内、どの程度
の個体が痩果に絡まり死亡したのかは明らかではな
いが、成熟個体数は個体群の増減に直結する要素
であるため、その減少は個体群に深刻な被害を与え
る可能性がある。近年、アカネ類は急激に減少しつつ
あり（例えば、上田 2008a;b）、いくつかの都道府県

では絶滅危惧種に指定されている［NPO法人野生
生物調査協会&NPO法人環境保全事務所「日本の
レッドデータ検索システム」:ナツアカネ、http://jpnrdb.
com/search.php?mode=map&q=07040160205（2021
年9月10日確認）;アキアカネ、http://jpnrdb.com/search.
php?mode=map&q=07040160208（2021年9月10日確
認）］。その原因として、水田の乾燥化（新井 1996;上
田 1998）や殺虫剤散布の影響（八谷 2001）、フィプロ
ニルとイミダクロプリドを成分とする育苗箱施用殺虫
剤の使用による影響（神宮字ら 2009）などが指摘さ
れている。今回の結果から、従来指摘されているこれら
の要因に加え、外来植物であるコセンダングサの影響
についても考慮すべきだと考えられる。

おわりに
　今回の調査では、外来植物のコセンダングサの痩
果にトンボ類をはじめとする在来の飛翔性昆虫が絡
まり死亡することが明らかとなった。また、特に多く確
認されたナツアカネおよびアキアカネは、繁殖のために
水辺に集まる際に痩果に絡まると思われた。今後は、
成熟個体の何割が痩果によって死亡するかを調べる
など、より詳細な調査を行い、コセンダングサがアカネ
類の個体群にもたらすインパクトを把握する必要が
ある。また、コセンダングサ以外にも、アメリカセンダン
グサBidens frondosaやアレチヌスビトハギDesmodium 
paniculatumなどその種子を動物に付着させ種子散
布を行う外来植物がいくつか知られている［国立環
境研究所「侵入生物データベース」:アメリカセンダン
グサ、https://www.nies.go.jp/biodiversity/invasive/DB/
detail/80450.html;アレチヌスビトハギ、https://www.nies.
go.jp/biodiversity/invasive/DB/detail/81520.html（共に
2021年９月10日確認）］。これらの外来植物について
も、在来の飛翔性昆虫にどのような影響を及ぼすのか
を明らかにしたい。
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